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卒業旅行の思い出

  湘南日独協会会長 星野 諭

海外旅行に逆風が吹く昨今です。円安、物価高そ

して物騒な各地での戦争が主な原因と言われます。

インターネットやYouTubeで外国の情報が簡単に入

手できるのも大きな理由でしょう。わざわざ現地に

行かなくても、美しい映像や動画が瞬時に手に入る。

それなら手間暇とお金をかけて遠くまで出かける必

要はない。そう考える人が増えてもおかしくありま

せん。それでも若いときに海外に出ることには大き

な意味があると思います。それは見聞を広めるだけ

でなく、生き方に影響を与えるからです。私の45年

前の大学卒業旅行のことを思い出すままに書かせて

いただきます。

1981（昭和56）年2月、私を含めたゼミ仲間四人は

中欧から東欧にかけての卒業旅行に行きました。当

時はしりだった独立系旅行代理店を通じてソ連国営

航空会社の往復チケットとユーレイルパスを購入し、

いざ羽田を出発。機内でアエロフロートのスチュ

ワーデスに髭が生えているの見てびっくりしました。

モスクワのシェレメチェボ空港でトランジット。

初めての外地はソ連の首都でしたが、地に足をつけ

て街を歩いたと言う意味では乗換便で到着したコペ

ンハーゲンがそれでした。雪の中の街は何しろ寒く

て、日本から着ていったコートでは到底凌げるもの

ではありません。ホテルの予約はほとんどしていな

いので、都度適当な安ホテルを探しての交渉です。

一泊後フェリーに乗ってトラーヴェミュンデから

リューベックへ。ホルステン門の近くに宿をとり、

ブッデンブロークハウスを訪れました。そこからは

すべて電車の旅です。

ハンブルクまではすっかり雪景色でした。凍った

アルスター湖を見て、氷川丸のような係留船で食事

をしました。ケルンに向かう電車の中でドイツ人の

紳士が名刺をくれました。肩書きにFreiherrとあるの

を見て、階級社会はまだ存在することを実感。大聖

堂ではドームの階段を延々と登り、踊り場のない無

間地獄の恐怖感を味わいました。

ケルンの街中でイースターのパレードに遭遇しまし

た。そこで知り合ったドイツ人夫妻とは、四人のうち

の一人で大学に残り、後に教授の後を継いだ友人が訪

独のたびにしばしば再会しました。私の就職予定先の

会社が当時デュッセルドルフに支店を構えていました。

私はいずれそこに駐在すると勝手に決め込んでいたの

で、別の会社に就職が決まっていた友人と二人で電車

で戻ってオフィスを訪ねました。すると支店長はラン

チに出かけていて戻らないとのこと。お土産だけ置い

て帰りました。その後ドイツ駐在のチャンスはとうと

う訪れず、二度とそこに行くことはありませんでした。

フランクフルトでゲーテハウスを、ハイデルベルク

でお城とネッカー川を見ました。そこからはロマン

ティック街道ですが、宿泊地を決めていません。えい

やっと降りたのはドナウヴェルトという小さな街です。

典型的なドイツの小都市で、

街の中心に教会とラートハウ

スがあり、ホテルやお店が街

を囲むように並んでいます。

心地よさそうな一軒家から犬

の散歩に出てきた紳士は航空エンジニアでした。彼が

私たちに街を案内してくれました。ミュンヘンではホ

フブロイハウスでジョッキを傾け、国境を越えたオー

ストリアのザルツブルクではモーツァルトの生家を訪

ね、ウィーンではズービン・メータ指揮ウィーンフィ

ルの演奏を楽友協会ホールの学生席で聴きました。

チェコのプラハは石畳の暗い街でした。飛び込み

で入ったコンサート会場で日本の外交官夫妻と知り

合い、夕食をごちそうになりました。私は何かの情

報で、東欧では女性のストッキングが貴重品だと聞

いており、いくつか持参していたので奥様にお礼と

して差し上げました。内心ドキドキでしたが、明る

く美しい奥様が微笑んで受け取ってくださったので、

ほっとしたのを覚えています。その次はドレスデン

です。空襲でやられて修復中の建物がたくさんあり

ましたが、ツヴィンガー宮殿に並ぶ甲冑が印象的で

した。いよいよベルリンです。当時は東西冷戦の

まっただ中。しかしあらかじめヴィザを取っていた

ので、東から壁の向こうの西ベルリンに入るのは意

外と簡単でした。（続く）
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湘南日独協会催事カレンダー(2026年9月～2027年1月)  9月1日現在の情報です

見て聴いて楽しむ音楽史（第41回）

10日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： Mozartの音楽 #5　謎の交響曲(中期の名作)その２

講師： 高橋善彦氏 （湘南日独協会常務理事）

取り上げる曲： モーツァルト 交響曲第36番 KV425 "リンツ", 第38番 KV504 "プラハ"より第1楽章

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

28日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS  8日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 17日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 13日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 20日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「東と西の間（Zwischen Ost und West）」

講師： エメリー・ラーデマッハさん（日独協会研修生）

概要： ドイツ再統一後、両親は東端の町ゲルリッツからケルンの近くへ移住しました。講師はラインラント地方と

ラウジッツ地方、東西両方の文化の中で育ちました。講師にとって、西ドイツも東ドイツも、どちらも大切な

「故郷（Heimat)」です。現在のドイツが持つ地域文化の多様さや魅力を、楽しく紹介します。 　懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史（第42回）

 8日（木） 14:00-16:00 ミナパーク５０３　　会費：1,500円

演題： チャイコフスキーの音楽 講師： 高橋善彦氏 （湘南日独協会常務理事）

取り上げる曲： チャイコフスキー　バレエ組曲 "くるみ割り人形” op.71a

チャイコフスキー　スラヴ行進曲　op.31

読書会 26日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　  会費：1,000円

談話室SAS 13日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

動画でドイツ 11日（日） 14:00-18:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

Bierfest-2026 飲んで歌って楽しもう  会費：6,500円（食事、飲み物付き）

17日（土） 14:00-17:00 Bistro La Chambre, 会報記事及び同封チラシを参照下さい

講演会 25日（日） 15:00-17:00   ミナパーク５０３　　会費：1,500円ミナパーク３０２　　会費：1,500円 懇親会：有り

講師：ヨアヒム・アルト氏 (新潟大学助教授)

概要：日本アニメの世界規模の人気を、メディア研究および文化人類学の観点から日本語で解説する。

藤沢国際交流フェスティバル

25日（日） 11:00-15:00 JR藤沢駅北口サンパール広場、当協会のブースあり、アルプホルン演奏等あり

鎌倉国際交流フェスティバル

08日（日） 10:00-15:00 高徳院（鎌倉大仏殿）、当協会ブース無し、アルプホルン演奏等あり

見て聴いて楽しむ音楽史（第43回）

12日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： ヴィヴァルディとバッハの音楽 講師： 高橋善彦氏 （湘南日独協会常務理事）

取り上げる曲： ヴィヴァルディ　2台のヴァイオリンとチェロの為の協奏曲 RV565

ヴィヴァルディ　ファゴット協奏曲 イ短調 RV498　他

読書会  9日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 10日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 19日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ  8日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 22日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０１　　会費：1,500円

演題： 「1926ベルリン日本学会(JAPANINSTITUT)と1927年東京日独文化協会の創立100年記念」

講師： ハインリッヒ・メンクハウス氏（明治大学大学院名誉教授）

概要： 第一次世界大戦後、日独外交関係が1923年に再出発された。その後様々な分野で二国間関係は

復興出来たが、文化および学術交流として姉妹団体が設立され、これは世界で初めてとして

扱われた。この背景、課題、タスク、問題などについて、講演される。 懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史（第44回）

10日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： ベルリオーズの音楽 講師： 高橋善彦氏 （湘南日独協会常務理事）

取り上げる曲： ベルリオーズ　幻想交響曲　op.14　予定

望年会 12日（土） 17:00-19:00 シュマッツ・ビア・ダイニング　湘南台

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

28日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

動画でドイツ 20日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

1月の行事は項目のみ記載、詳細及び追加行事はは12月に発行予定の次号に掲載予定

見て聴いて楽しむ音楽史

14日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　  会費：1,500円　

読書会 25日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 12日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 21日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 10日（日） 15:00-18:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 24日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

参加される皆様へ 準備の都合上、早めにお申込ください。

各催しは変更される場合があります　最新の予定を当協会のホームページでご確認ください。

URL : https://jdg-shonan.ciao.jp/ 右記のQRコードからもアクセス出来ます
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演題：日本アニメの世界規模の人気について

12月
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５月例会

講演「世界から見た日本」

講師 岡田眞樹氏 元在フランクフルト日本国総領事

他在デンマーク大使などを歴任

寄稿者 会員 佐々木 進

今例会のテーマである「世界

から見た日本」について、まず、

「日本初のアニメ、マンガが世

界史の流れを変える」からス

タートした。2024年のアニメの

売上は４兆円に迫り、国内が約1.7兆円、2.2兆円が海

外となり、特に、ドイツでは、漫画本の売上が1000

タイトル、4000万ユーロになり、2000年初期の2倍で、

書店の主要な商品になっているとは、驚きである。

漫画アニメブームの意味する所は、青少年の心の

成長を描いた作品がブームの核にあり、フランスや

ドイツの若者が日本から道徳や生き方を学んでおり、

近世以降、知の流れがずっと欧米から日本であった

ものが、500年近くなって、その逆転になっていると

の興味ある「世界から見た日本」の序文であった。

後半に入り、アメリカ一辺倒の戦後政治を変える

べき時がきているとの提起であった。冷戦がソ連の

崩壊によって終わった後、世界は帝国主義と植民地

主義の時代に戻りつつある。日本は今のままで良い

のか？との投げかけであった。アジアの仲間づくり

や緊張緩和は不可欠である点や中国の毛沢東主席は、

日本との国交回復に際し、「少数の軍国主義者と大

多数の日本人民を厳格に区分せよ」「共通の敵を打

倒するため連帯できる諸勢力と共闘する」を掲げ、

国交回復の正当化を示したと説明された。

そして、全てが今後にかかっている、累積赤字の

解消と強い経済の再建が不可欠と締めくられた。今

や、戦後生まれの国民が中心の時代になる中で、こ

うした戦後の理解について、「世界から見た日本」

の視点から講演頂いたことに感謝します。

なお、私は、岡田様には、20数年前にドイツに駐

在している時に、仲間数人と『バードホンブルグ壮

年会』という親睦会を作り、月例で食事会をしてお

りました。そのおり、岡田様（当時は在フランクフ

ルト日本国総領事）をゲストとして、その会にお招

きしたことがあり、それ以来の懐かしい再会でした。

この会は、湘南日独協会の島さん

も、当時駐在しておられ、共にこ

の会の創立メンバーでした。なお、

この会は、その後、代々の駐在員

に引き継がれ、現在は開催１００

回を超えるまでになっています。

劇場便り 44

ケムニッツ（ドイツ） 志賀トニオ氏

今回の劇場便りは前回からだいぶ間が開いてしま

いました。その理由も含めて今回はお伝えできれば

と思います。まずドイツの劇場での契約の形態につ

いてお話ししましょう。ドイツの劇場では部署や役

職によって契約の形態が大きく異なります。その事

が仕事の現場でのパワーバランスにも影響する為、

とても繊細な事柄です。

まずはオーケストラと合唱団員の契約形態からお

話ししましょう。彼等の場合オーディションを受か

ると、まず1年間の試用期間が始まります。そしてそ

の試用期間に合格すると終身雇用となります。この

契約形態によって必然的に彼等は試用期間中に最新

の注意が求められます。団員達と程良い距離感を保

つ必要があり、人間関係が大変難しい期間となりま

す。音楽的には、オーディションだけではわからな

いアンサンブル能力を試される期間となります。ど

んなに個人技が上手でもオーケストラや合唱では周

りと合わせられなければ仕事になりません。

そしてこの期間に首尾良く合格すると彼等は終身

雇用になる為、試用期間中とは全く逆の強い発言権

を得て家を買う事ができる等、おそらく世界中のク

ラシック音楽家の中で最も安定した立場となるので

す。この契約形態の存在は世界中からドイツに優秀

な人材を惹きつける大きな要因となっています。

次に我々コレペティトアやソリスト（歌手、俳優、

バレリーナ等）の契約形態です。これはNV

（Normalvertrag) Bühneと呼ばれる、ドイツでおそ

らく現存する最も不安定な契約形態です。我々の場

合オーディションに受かると通常2年契約を結び、そ

の後は1年ごとに更新されていきます。そして15年同

じ劇場で働いた場合終身雇用となります。オーケス

トラや合唱のように公式の試用期間はありませんが、

実際には最初の数ヶ月でその後の契約が延長される

か決定し、その後も1年契約が続くので毎年が勝負と

なります。

そして重要なのは15年で終身雇用になる前にほと

んどの場合14年で契約を打ち切られてしまうのです。

雇う側としては終身雇用というのは厄介な存在で、

できる事なら1年契約の状態を保ちたいという作用が

働くのです。ドイツの劇場でよくあるのは、総支配

人が変わると全てのNVBühne（ソリスト）がクビに

岡田眞樹氏

寄稿者の佐々木さん

なり、総入れ替えになるのです。そしてまさにそれ

に類似する事が昨シーズンにブレーマーハーフェン

の劇場で起こりました。音楽監督が交代するタイミ

ングで多くの同僚が契約を打ち切りになり、13年を

超えてこの劇場で働いていた私も同様に契約が延長

されませんでした。

覚悟はしていましたが、終身雇用になるチャンス

がわずかでもあるならと思っていたので、やはり残

念でした。そしてここからいよいよ新しい職場探し

が始まります。契約が実際に終了するまでは１年の

猶予があります。その期間中に新しい職場が見つか

れば理想的です。１年というのは長く聞こえるかも

しれませんが、我々の業界では短い期間です。オー

ディションに合格するのはそれほど至難の技で、一

度職を失うと、次の劇場が見つかるまで数年かかる

か、途中で転職する人も多くいます。私の場合、契

約が終了した後に失業手当が１年間支給される事に

なっていたので、遅くても２年以内に次の劇場を決

めるくらいの余裕を持つ事を心がけました。

こうして始まった昨シーズンのブレーマーハー

フェン市立劇場での仕事はオーディションとの両立

で大変忙しいものとなりました。特に春先には劇場

の演目で難曲のコルンゴルドの死の都の稽古があり、

並行してオーディションが多くあり、多忙を極めま

した。

そして５月に受けたケムニッツ市立劇場に首尾よ

く合格！合唱監督補佐兼付属の少年少女合唱団の監

督というポジションです。ケムニッツ市立劇場は名

門で今後へのステップアップにも重要な仕事場にな

ります。この便りを執筆する5日前に仕事が始まり、

良い滑り出しができてホッとしてる所です。

また次号でじっくりお便りしたいと思いますのでお

楽しみに！

２月例会

講演「船と港－日本の海運と港湾－」

講師 星野 諭氏（湘南日独協会常務理事）

寄稿者 会員 高橋 忠夫

２月の講演会で日本の海運と港湾についてお話を

されたのは、長年日本郵船で国際的に活躍されてき

た湘南日独協会常務理事(当時)の星野諭さんでした。

最初に中学生時代の切手蒐集の話をされたのです

が、戦前のドイツの切手を集め、切手価格の推移か

ら大インフレーションの凄さを実感するという目の

付け所が尋常ではなく、趣味を超えたレベルの蒐集

で切手展の奨励賞を受けたとのことです。

講演で改めて再認識させられたのは日本の輸出入

における貿易量の99%を超えるものが海運によって

行われているということでした。日本経済を人体に

例えれば海の物流はまさに大動脈に相当します。も

し、ここに不具合が生じれば日本列島に住む我々の

日々の生活に大きな支障が生ずるのは言うまでもあ

りません。しかしながら、一般の人にとっては船に

関する運航や港湾での仕事の苦労を目にする機会は

殆どありません。

産業構造や輸出入の変化により、船の種類は在来

船からコンテナ船や専用船に変わって行きました。

荷下ろし時間の高速化により港湾都市は以前よりロ

マンティックではないようです。自動車専用船など

の巨大な船が極めて少ない人員で運航されているこ

となど大変興味深く伺いました。

幕末の黒船来航による日本の開国に始まり、明治

以降、欧米の学術を取り入れるための人的往来と、

貿易のための海外航路の開拓と発展が栄光の歴史で

あるのに対し、その後の第二次世界大戦で多くの船

が軍用船として徴用され、乗員乗客の多くが海原に

消え、帰らぬ人となったことは聞いてはいましたが、

実に悲惨な辛い話でした。今でも海運業界では毎年

慰霊祭が行われているというのが慰めです。

戦後日本が平和国家として再

出発した際に、海運業が海外

との貿易の発展とそれに繋が

る高度経済成長の縁の下の力

持ちとして果たした役割は実

に大きなものがあったことを

再認識致しました。

また将来のために環境対応した船舶の運航に関す

る技術開発も精力的に行っているというという頼も

しいお話でした。

寄稿者の高橋さん

ケムニッツ劇場を背に筆者
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７月例会

講演「AIとドイツ語学習－AIを学習パートナー

にするために」

講師 中川 純子氏（慶應義塾大学非常勤講師）

湘南日独協会会長 星野 諭

中川先生には2013年以来当協会のドイツ語講座の

講師を担当していただいています。おかげさまで現

在約20名の受講者がドイツ語を楽しく学んでいます。

はじめに、2023年にAIが世の中に登場して以来、

いかにドイツ語教育がその影響を受けたかについて、

最前線でのご経験に基づくお話をしていただきまし

た。それは革命的なもので、今やそれ以前とそれ以

降では授業の進め方、宿題の出し方などが一変した

とのこと。たとえば独文和訳とか和文独訳などは、

AIにやらせれば誰でもあっという間に答えが出てし

まいます。つまり従来のような宿題の出し方では勉

強にならないので、教える側に工夫が必要になって

くるというわけです。次にドイツ語学習者はAIをど

のように使うといいかについて、わかりやすく解説

していただきました。

現在多く使われているAIのうち、“Gemini3“ と 

“ChatGPT“ の二つを使ってどのようにドイツ語学習

に活かすか、その具体的やり方を画面で見せながら

ご説明いただきました。いずれも最初に基本のプロ

ンプトを入れるのがいいとのこと。外国語学習ツー

ルとしてAIを使う場合の基本プロンプトとは、その

後の会話のために、AI自身を自分仕様にカスタマイ

ズするための手続きと理解すればいいかと思います。

この基本プロンプトはチャットをはじめる前に毎回

入れたほうが確実ですが、「私とのやりとりを覚え

ておいてください」と一言添えれば、それ以降は、

この設定をAIが学習してくれる可能性が高いとのこ

と。具体的な例としては「私は日本語母語話者です。

ドイツ語初心者です。あなたはドイツ語教師です。

ドイツ語を練習したいので、読む／書く／読上げ／

聞き取りの手伝いをしてください。私の答えに間違

いがあったら直してください」というものです。

そのあと、先生にAIとのやりとりを実演していた

だきました。「読む」ではa) 既存のテキスト読解

b) オリジナルテキスト作成 c) 読み上げの依頼を、

「書く」では文章添削／メール作成の依頼を、そし

て「発音」ではマイクでの直接発音か、音声ファイ

ルのアップロードを行って、アクセントやイント

ネーション、ポーズの場所などをアドバイスしても

らうという依頼をそれぞれします。いずれも依頼し

てテキストをはりつけたり、音声ファイルをアップ

ロードしたりすると、秒で答えが返ってくるところ

を見せていただきました。

そして「対話」では「ドイツ語で旅行会話の練習

をしたいです。ホテルのフロント・タクシー運転手

との会話など。駅の窓口、フロントマンの役をして

ください」というプロンプトを入れたり、「○○の

テーマについて話をしたいので、私に質問してくだ

さい。レベルはB1でお願いします」などと依頼する

と、本物の人間と区別のつかない口調で会話が始ま

ります。これは手元にスマホをお持ちの参加者にも

その場でトライしていただきました。AIはドイツ語

自体ももちろん完璧で、しゃべり方といい、会話の

テンポや息づかいといい、あまりに人間そっくりな

ので、途中でやりとりを止めるのがはばかられるほ

どです。もちろん相手はAIなので、好きな時にブ

ツッと切っても大丈夫、遠慮する必要はありません。

注意すべき点の一つは、AIは基本的に褒めてくる

ものなので、こちらの答えが間違っていても褒めら

れて持ち上げられ、エコーチェンバー（自分たちの

声だけが反響する閉鎖的なコミュニケーション空

間）になりやすいことであると。これに対しては

「敵対的な視点から批判して」と問いかけたり、別

のAIに意見を聞くのがよいそうです。もう一つは、

ハルシネーション（幻想）という、自信満々に

「もっともらしく嘘をつく」という点にも注意が必

要であると。これに対しては、最終的な情報の正確

性を確保するためには必ず複数の典拠に当たること

が大事だとのことです。

こちらの依頼次第で、

いつでもどこでも何度で

も疲れ知らずに対応して

くれるAIのすごさを、受

講者一同で実感しました。

しかし、どんな答えでも

最終的な正確性の判断が

できるようになるためには、やはり自分自身のドイ

ツ語力をアップさせることが肝心です。皆さん、こ

れからもぜひドイツ語講座で学んで参りましょう。

ドイツ語講座秋冬期 10/3（土）開講！

来る10/3（土）より今年度ドイツ語講座秋冬期が

開講します。コースは『新・ドイツ語入門（毎週

20回）』『初級後半文法（隔週10回）』『初級後

半会話（隔週 10回）』『中級Podcast（隔週 10

回）』『中級会話（隔週10回）』です。

すべて春夏期からの継続コースですが、途中か

らの参加も可能です。語学学習は脳のリフレッ

シュにも最適です。是非一緒にドイツ語を学びま

しょう。（申込締切： 9/28）
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６月例会

講演「ビジネスにおける通信手段の変遷」

講師 島 新（湘南日独協会 相談役）

筆者は、昭和４０年（１９６５年）に学校を卒業し、

会社に入り、海外との取引業務に従事した。この頃

に使われた事務機について説明する。当時、部署に

供えられていたのは、そろばん、計算尺、手動の計

算機、オリベッティの電動計算機、レミントンの手

動英文タイプライター、スミスコロナおよびＩＢＭの

電動英文タイプライターであった。

タイプには、カーボン紙を挿入して複写をとる方

法であった。半年後に導入されたキャノンが発売し

た卓上電子計算機、いわゆる電卓は２０桁の光電管を

使い、５０万円と当時、乗用車が買えるほど高価で

あった。だが、多数のメーカーが参入し、競争を経

て１，２年後にはカシオの独壇場となり、１万円、さ

らには数千円と安価になり、誰でもが電卓を持てる

ようになった。

通信においては、昭和４０年当時、国内にあった工

場とは、主に手紙を使い、翌日相手に到着、翌々日

には返事が来た。速い。しかも解りやすい略図や図

面も同封されていた。

テレックスも普及して

いて、急ぐ場合にはテ

レックスを使った。海

外とは、殆ど手紙であ

り、時たま電報(Cable)

あるいはテレックスで

あった。テレックスのやりとりだけで初めての顧客から

貨物船３，４隻分の大きな注文を得た想い出もある。

ニューヨークに駐在していた昭和５０年代（１９７５

年から）には、テレックス全盛で、毎日遅くまで東

京本社宛の長文のテレックスのためのテープを作り、

１，２時間かけて本社に流した毎日であった。

ところが、駐在３，４年後になると、ファクシミリ

が導入され、Ａ４の原稿が数分もかからずに発信出

来るようになった。手書きのスケッチまで、あるい

は、メモまで送れる便利さに驚いた物だ。

だが、驚きは、これで収まらない。その後E-Mail

が発達し、世界中のあらゆる所に、しかも複数の相

手先に瞬時に伝達される。当初はE-Mailと呼称して

いたが、Ｅは外れて、単にメールと呼ぶようにも

なった。電話もＩＰ電話が発達し、２０００年頃には、

４－５円／分の安価な料金で国際電話も可能となった。

それどころかラインが発達し、世界中どこにいても、

写真、図面を含むデータのやりとりや動画の相互通

信が無料で出来るようになった。隔世の感があった。

ここまでは、筆者や読者の大方が経験されたとこ

ろであるが、それ以前の通信の歴史を振り返ると、

日本では律令制度時代（７世紀～）主要な街道に

駅を置き、駅馬を乗り継いで公文書を伝えた。江戸

時代には幕府公用の継ぎ飛脚、大名飛脚、町飛脚が

発達したが、大阪江戸間は、最短でも３日かかった。

だが幕末に米相場を伝える「旗振り通信」が出来、

大阪、江戸を数十分で連絡でき、驚異的であった。

 一方電信が誕生する：

１８６９年 横浜ー東京間に電信の取り扱いが開始。

全国に順次電信線が敷設された。

１８５０年 英仏海峡間に最初の海底電信ケーブル

１８５８年 最初の大西洋横断ケーブル

１９０３年 最初の太平洋横断ケーブル

１８９０年 東京－横浜間で日本初の電話交換業務が開始

１９３４年 日米間に初の国際無線電話が開通。

１９６４年 通信衛星を利用した東京オリンピックの世

界同時テレビ生中継が成功。宇宙経由の通

信が当たり前の時代に。

かくして現在は、インターネットと海底光ケーブ

ルの超高速通信社会になり、通信は、アナログから

デジタル、そして、インターネットの時代に完全に

シフト。地球の裏側とも、テキスト、音声、動画を

瞬時にやりとり出来る時代となっている。

新入会員紹介： 日比生英子様

編集後記： 

毎月の例会の報告にありますように、テーマは古い

通信手段の話から、AIの活用方法まで、幅広い、大

変興味深いものがあります。参加されますことをお

勧めします。

星野会長の卒業旅行の話は次号に続くそうです。当

時を知る方も多いと思います。楽しみですね。

湘南日独協会は２年後２０２８年には設立３０年を迎

えます。ドイツをキーワードに皆さんと次なる展開

を期したいと思います。 (大久保）

2026年前期ご寄付者一覧：

心より感謝申し上げます。

大久保 明様 於保  茂  様 勝亦 正安様

木原健次郎様 島  新  様 清水 孝祐様

高橋 忠夫様 能登  崇  様 松川 倫子様

水谷 妙子様 岡田  真樹  様
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５月例会

講演「世界から見た日本」

講師 岡田眞樹氏 元在フランクフルト日本国総領事

他在デンマーク大使などを歴任

寄稿者 会員 佐々木 進

今例会のテーマである「世界

から見た日本」について、まず、

「日本初のアニメ、マンガが世

界史の流れを変える」からス

タートした。2024年のアニメの

売上は４兆円に迫り、国内が約1.7兆円、2.2兆円が海

外となり、特に、ドイツでは、漫画本の売上が1000

タイトル、4000万ユーロになり、2000年初期の2倍で、

書店の主要な商品になっているとは、驚きである。

漫画アニメブームの意味する所は、青少年の心の

成長を描いた作品がブームの核にあり、フランスや

ドイツの若者が日本から道徳や生き方を学んでおり、

近世以降、知の流れがずっと欧米から日本であった

ものが、500年近くなって、その逆転になっていると

の興味ある「世界から見た日本」の序文であった。

後半に入り、アメリカ一辺倒の戦後政治を変える

べき時がきているとの提起であった。冷戦がソ連の

崩壊によって終わった後、世界は帝国主義と植民地

主義の時代に戻りつつある。日本は今のままで良い

のか？との投げかけであった。アジアの仲間づくり

や緊張緩和は不可欠である点や中国の毛沢東主席は、

日本との国交回復に際し、「少数の軍国主義者と大

多数の日本人民を厳格に区分せよ」「共通の敵を打

倒するため連帯できる諸勢力と共闘する」を掲げ、

国交回復の正当化を示したと説明された。

そして、全てが今後にかかっている、累積赤字の

解消と強い経済の再建が不可欠と締めくられた。今

や、戦後生まれの国民が中心の時代になる中で、こ

うした戦後の理解について、「世界から見た日本」

の視点から講演頂いたことに感謝します。

なお、私は、岡田様には、20数年前にドイツに駐

在している時に、仲間数人と『バードホンブルグ壮

年会』という親睦会を作り、月例で食事会をしてお

りました。そのおり、岡田様（当時は在フランクフ

ルト日本国総領事）をゲストとして、その会にお招

きしたことがあり、それ以来の懐かしい再会でした。

この会は、湘南日独協会の島さん

も、当時駐在しておられ、共にこ

の会の創立メンバーでした。なお、

この会は、その後、代々の駐在員

に引き継がれ、現在は開催１００

回を超えるまでになっています。

劇場便り 44

ケムニッツ（ドイツ） 志賀トニオ氏

今回の劇場便りは前回からだいぶ間が開いてしま

いました。その理由も含めて今回はお伝えできれば

と思います。まずドイツの劇場での契約の形態につ

いてお話ししましょう。ドイツの劇場では部署や役

職によって契約の形態が大きく異なります。その事

が仕事の現場でのパワーバランスにも影響する為、

とても繊細な事柄です。

まずはオーケストラと合唱団員の契約形態からお

話ししましょう。彼等の場合オーディションを受か

ると、まず1年間の試用期間が始まります。そしてそ

の試用期間に合格すると終身雇用となります。この

契約形態によって必然的に彼等は試用期間中に最新

の注意が求められます。団員達と程良い距離感を保

つ必要があり、人間関係が大変難しい期間となりま

す。音楽的には、オーディションだけではわからな

いアンサンブル能力を試される期間となります。ど

んなに個人技が上手でもオーケストラや合唱では周

りと合わせられなければ仕事になりません。

そしてこの期間に首尾良く合格すると彼等は終身

雇用になる為、試用期間中とは全く逆の強い発言権

を得て家を買う事ができる等、おそらく世界中のク

ラシック音楽家の中で最も安定した立場となるので

す。この契約形態の存在は世界中からドイツに優秀

な人材を惹きつける大きな要因となっています。

次に我々コレペティトアやソリスト（歌手、俳優、

バレリーナ等）の契約形態です。これはNV

（Normalvertrag) Bühneと呼ばれる、ドイツでおそ

らく現存する最も不安定な契約形態です。我々の場

合オーディションに受かると通常2年契約を結び、そ

の後は1年ごとに更新されていきます。そして15年同

じ劇場で働いた場合終身雇用となります。オーケス

トラや合唱のように公式の試用期間はありませんが、

実際には最初の数ヶ月でその後の契約が延長される

か決定し、その後も1年契約が続くので毎年が勝負と

なります。

そして重要なのは15年で終身雇用になる前にほと

んどの場合14年で契約を打ち切られてしまうのです。

雇う側としては終身雇用というのは厄介な存在で、

できる事なら1年契約の状態を保ちたいという作用が

働くのです。ドイツの劇場でよくあるのは、総支配

人が変わると全てのNVBühne（ソリスト）がクビに

岡田眞樹氏

寄稿者の佐々木さん

なり、総入れ替えになるのです。そしてまさにそれ

に類似する事が昨シーズンにブレーマーハーフェン

の劇場で起こりました。音楽監督が交代するタイミ

ングで多くの同僚が契約を打ち切りになり、13年を

超えてこの劇場で働いていた私も同様に契約が延長

されませんでした。

覚悟はしていましたが、終身雇用になるチャンス

がわずかでもあるならと思っていたので、やはり残

念でした。そしてここからいよいよ新しい職場探し

が始まります。契約が実際に終了するまでは１年の

猶予があります。その期間中に新しい職場が見つか

れば理想的です。１年というのは長く聞こえるかも

しれませんが、我々の業界では短い期間です。オー

ディションに合格するのはそれほど至難の技で、一

度職を失うと、次の劇場が見つかるまで数年かかる

か、途中で転職する人も多くいます。私の場合、契

約が終了した後に失業手当が１年間支給される事に

なっていたので、遅くても２年以内に次の劇場を決

めるくらいの余裕を持つ事を心がけました。

こうして始まった昨シーズンのブレーマーハー

フェン市立劇場での仕事はオーディションとの両立

で大変忙しいものとなりました。特に春先には劇場

の演目で難曲のコルンゴルドの死の都の稽古があり、

並行してオーディションが多くあり、多忙を極めま

した。

そして５月に受けたケムニッツ市立劇場に首尾よ

く合格！合唱監督補佐兼付属の少年少女合唱団の監

督というポジションです。ケムニッツ市立劇場は名

門で今後へのステップアップにも重要な仕事場にな

ります。この便りを執筆する5日前に仕事が始まり、

良い滑り出しができてホッとしてる所です。

また次号でじっくりお便りしたいと思いますのでお

楽しみに！

２月例会

講演「船と港－日本の海運と港湾－」

講師 星野 諭氏（湘南日独協会常務理事）

寄稿者 会員 高橋 忠夫

２月の講演会で日本の海運と港湾についてお話を

されたのは、長年日本郵船で国際的に活躍されてき

た湘南日独協会常務理事(当時)の星野諭さんでした。

最初に中学生時代の切手蒐集の話をされたのです

が、戦前のドイツの切手を集め、切手価格の推移か

ら大インフレーションの凄さを実感するという目の

付け所が尋常ではなく、趣味を超えたレベルの蒐集

で切手展の奨励賞を受けたとのことです。

講演で改めて再認識させられたのは日本の輸出入

における貿易量の99%を超えるものが海運によって

行われているということでした。日本経済を人体に

例えれば海の物流はまさに大動脈に相当します。も

し、ここに不具合が生じれば日本列島に住む我々の

日々の生活に大きな支障が生ずるのは言うまでもあ

りません。しかしながら、一般の人にとっては船に

関する運航や港湾での仕事の苦労を目にする機会は

殆どありません。

産業構造や輸出入の変化により、船の種類は在来

船からコンテナ船や専用船に変わって行きました。

荷下ろし時間の高速化により港湾都市は以前よりロ

マンティックではないようです。自動車専用船など

の巨大な船が極めて少ない人員で運航されているこ

となど大変興味深く伺いました。

幕末の黒船来航による日本の開国に始まり、明治

以降、欧米の学術を取り入れるための人的往来と、

貿易のための海外航路の開拓と発展が栄光の歴史で

あるのに対し、その後の第二次世界大戦で多くの船

が軍用船として徴用され、乗員乗客の多くが海原に

消え、帰らぬ人となったことは聞いてはいましたが、

実に悲惨な辛い話でした。今でも海運業界では毎年

慰霊祭が行われているというのが慰めです。

戦後日本が平和国家として再

出発した際に、海運業が海外

との貿易の発展とそれに繋が

る高度経済成長の縁の下の力

持ちとして果たした役割は実

に大きなものがあったことを

再認識致しました。

また将来のために環境対応した船舶の運航に関す

る技術開発も精力的に行っているというという頼も

しいお話でした。

寄稿者の高橋さん

ケムニッツ劇場を背に筆者
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卒業旅行の思い出

  湘南日独協会会長 星野 諭

海外旅行に逆風が吹く昨今です。円安、物価高そ

して物騒な各地での戦争が主な原因と言われます。

インターネットやYouTubeで外国の情報が簡単に入

手できるのも大きな理由でしょう。わざわざ現地に

行かなくても、美しい映像や動画が瞬時に手に入る。

それなら手間暇とお金をかけて遠くまで出かける必

要はない。そう考える人が増えてもおかしくありま

せん。それでも若いときに海外に出ることには大き

な意味があると思います。それは見聞を広めるだけ

でなく、生き方に影響を与えるからです。私の45年

前の大学卒業旅行のことを思い出すままに書かせて

いただきます。

1981（昭和56）年2月、私を含めたゼミ仲間四人は

中欧から東欧にかけての卒業旅行に行きました。当

時はしりだった独立系旅行代理店を通じてソ連国営

航空会社の往復チケットとユーレイルパスを購入し、

いざ羽田を出発。機内でアエロフロートのスチュ

ワーデスに髭が生えているの見てびっくりしました。

モスクワのシェレメチェボ空港でトランジット。

初めての外地はソ連の首都でしたが、地に足をつけ

て街を歩いたと言う意味では乗換便で到着したコペ

ンハーゲンがそれでした。雪の中の街は何しろ寒く

て、日本から着ていったコートでは到底凌げるもの

ではありません。ホテルの予約はほとんどしていな

いので、都度適当な安ホテルを探しての交渉です。

一泊後フェリーに乗ってトラーヴェミュンデから

リューベックへ。ホルステン門の近くに宿をとり、

ブッデンブロークハウスを訪れました。そこからは

すべて電車の旅です。

ハンブルクまではすっかり雪景色でした。凍った

アルスター湖を見て、氷川丸のような係留船で食事

をしました。ケルンに向かう電車の中でドイツ人の

紳士が名刺をくれました。肩書きにFreiherrとあるの

を見て、階級社会はまだ存在することを実感。大聖

堂ではドームの階段を延々と登り、踊り場のない無

間地獄の恐怖感を味わいました。

ケルンの街中でイースターのパレードに遭遇しまし

た。そこで知り合ったドイツ人夫妻とは、四人のうち

の一人で大学に残り、後に教授の後を継いだ友人が訪

独のたびにしばしば再会しました。私の就職予定先の

会社が当時デュッセルドルフに支店を構えていました。

私はいずれそこに駐在すると勝手に決め込んでいたの

で、別の会社に就職が決まっていた友人と二人で電車

で戻ってオフィスを訪ねました。すると支店長はラン

チに出かけていて戻らないとのこと。お土産だけ置い

て帰りました。その後ドイツ駐在のチャンスはとうと

う訪れず、二度とそこに行くことはありませんでした。

フランクフルトでゲーテハウスを、ハイデルベルク

でお城とネッカー川を見ました。そこからはロマン

ティック街道ですが、宿泊地を決めていません。えい

やっと降りたのはドナウヴェルトという小さな街です。

典型的なドイツの小都市で、

街の中心に教会とラートハウ

スがあり、ホテルやお店が街

を囲むように並んでいます。

心地よさそうな一軒家から犬

の散歩に出てきた紳士は航空エンジニアでした。彼が

私たちに街を案内してくれました。ミュンヘンではホ

フブロイハウスでジョッキを傾け、国境を越えたオー

ストリアのザルツブルクではモーツァルトの生家を訪

ね、ウィーンではズービン・メータ指揮ウィーンフィ

ルの演奏を楽友協会ホールの学生席で聴きました。

チェコのプラハは石畳の暗い街でした。飛び込み

で入ったコンサート会場で日本の外交官夫妻と知り

合い、夕食をごちそうになりました。私は何かの情

報で、東欧では女性のストッキングが貴重品だと聞

いており、いくつか持参していたので奥様にお礼と

して差し上げました。内心ドキドキでしたが、明る

く美しい奥様が微笑んで受け取ってくださったので、

ほっとしたのを覚えています。その次はドレスデン

です。空襲でやられて修復中の建物がたくさんあり

ましたが、ツヴィンガー宮殿に並ぶ甲冑が印象的で

した。いよいよベルリンです。当時は東西冷戦の

まっただ中。しかしあらかじめヴィザを取っていた

ので、東から壁の向こうの西ベルリンに入るのは意

外と簡単でした（続く）。
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湘南日独協会催事カレンダー(2026年9月～2027年1月)  9月1日現在の情報です

見て聴いて楽しむ音楽史（第41回）

10日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： Mozartの音楽 #5　謎の交響曲(中期の名作)その２

講師： 高橋善彦氏 （湘南日独協会常務理事）

取り上げる曲： モーツァルト 交響曲第36番 KV425 "リンツ", 第38番 KV504 "プラハ"より第1楽章

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

28日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS  8日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 17日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 13日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 20日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「東と西の間（Zwischen Ost und West）」

講師： エメリー・ラーデマッハさん（日独協会研修生）

概要： ドイツ再統一後、両親は東端の町ゲルリッツからケルンの近くへ移住しました。講師はラインラント地方と

ラウジッツ地方、東西両方の文化の中で育ちました。講師にとって、西ドイツも東ドイツも、どちらも大切な

「故郷（Heimat)」です。現在のドイツが持つ地域文化の多様さや魅力を、楽しく紹介します。 　懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史（第42回）

 8日（木） 14:00-16:00 ミナパーク５０３　　会費：1,500円

演題： チャイコフスキーの音楽 講師： 高橋善彦氏 （湘南日独協会常務理事）

取り上げる曲： チャイコフスキー　バレエ組曲 "くるみ割り人形” op.71a

チャイコフスキー　スラヴ行進曲　op.31

読書会 26日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　  会費：1,000円

談話室SAS 13日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

動画でドイツ 11日（日） 14:00-18:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

Bierfest-2026 飲んで歌って楽しもう  会費：6,500円（食事、飲み物付き）

17日（土） 14:00-17:00 Bistro La Chambre, 会報記事及び同封チラシを参照下さい

講演会 25日（日） 15:00-17:00   ミナパーク５０３　　会費：1,500円ミナパーク３０２　　会費：1,500円 懇親会：有り

講師：ヨアヒム・アルト氏 (新潟大学助教授)

概要：日本アニメの世界規模の人気を、メディア研究および文化人類学の観点から日本語で解説する。

藤沢国際交流フェスティバル

25日（日） 11:00-15:00 JR藤沢駅北口サンパール広場、当協会のブースあり、アルプホルン演奏等あり

鎌倉国際交流フェスティバル

08日（日） 10:00-15:00 高徳院（鎌倉大仏殿）、当協会ブース無し、アルプホルン演奏等あり

見て聴いて楽しむ音楽史（第43回）

12日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： ヴィヴァルディとバッハの音楽 講師： 高橋善彦氏 （湘南日独協会常務理事）

取り上げる曲： ヴィヴァルディ　2台のヴァイオリンとチェロの為の協奏曲 RV565

ヴィヴァルディ　ファゴット協奏曲 イ短調 RV498　他

読書会  9日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 10日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 19日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ  8日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 22日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０１　　会費：1,500円

演題： 「1926ベルリン日本学会(JAPANINSTITUT)と1927年東京日独文化協会の創立100年記念」

講師： ハインリッヒ・メンクハウス氏（明治大学大学院名誉教授）

概要： 第一次世界大戦後、日独外交関係が1923年に再出発された。その後様々な分野で二国間関係は

復興出来たが、文化および学術交流として姉妹団体が設立され、これは世界で初めてとして

扱われた。この背景、課題、タスク、問題などについて、講演される。 懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史（第44回）

10日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： ベルリオーズの音楽 講師： 高橋善彦氏 （湘南日独協会常務理事）

取り上げる曲： ベルリオーズ　幻想交響曲　op.14　予定

望年会 12日（土） 17:00-19:00 シュマッツ・ビア・ダイニング　湘南台

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

28日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

動画でドイツ 20日（日） 14:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

1月の行事は項目のみ記載、詳細及び追加行事はは12月に発行予定の次号に掲載予定

見て聴いて楽しむ音楽史

14日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　  会費：1,500円　

読書会 25日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 12日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 21日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

動画でドイツ 10日（日） 15:00-18:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 24日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

参加される皆様へ 準備の都合上、早めにお申込ください。

各催しは変更される場合があります　最新の予定を当協会のホームページでご確認ください。

URL : https://jdg-shonan.ciao.jp/ 右記のQRコードからもアクセス出来ます

1月

演題：日本アニメの世界規模の人気について

12月

9月

10月

11月
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